




添付資料の目次 

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 ････････････････････････････････････････････････････ 2 

(1) 経営成績に関する説明 ････････････････････････････････････････････････････････････ 2 

(2) 財政状態に関する説明 ････････････････････････････････････････････････････････････ 2 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ･･････････････････････････････････････ 2 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 ･･････････････････････････････････････････････ 3 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ･･････････････････････････････････ 3 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ･･････････････････････････････････ 3 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ････････････････････････････････ 3 

３．四半期連結財務諸表 ････････････････････････････････････････････････････････････････ 4 

(1) 四半期連結貸借対照表 ････････････････････････････････････････････････････････････ 4 

(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ････････････････････････････････ 6 

(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 ･･････････････････････････････････････････････ 8 

 （継続企業の前提に関する注記） ････････････････････････････････････････････････････ 8 

 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ･･････････････････････････････････ 8 

 

 

サンメッセ株式会社（7883）平成29年３月期　第３四半期決算短信

－ 1 －



１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

(1) 経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策などを背景に、企業収益や雇用環境は

緩やかな改善傾向が見られるものの、英国のＥＵ離脱問題や米国の新政権への移行などにより為替や株価が乱高

下するなど、先行きは不透明な状況にあります。 

印刷業界におきましても、ペーパーレス化に伴う需要の減少に加え、同業者間の受注競争の激化による受注単

価の下落などにより、依然として厳しい経営環境が続いております。 

このような環境下にあって当社グループは、「見える化推進の年」を会社方針とし、企業内に存在する問題を

可視化して認識を共有することで、見えてきたさまざまな課題を解決していくとともに、当社の強みである総合

力を活かした積極的な販促体制により業績向上に努めております。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は113億72百万円（前年同期比0.8％減）、営業利益は

１億10百万円（前年同期比477.5％増）、経常利益は２億円（前年同期比63.7％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は１億10百万円（前年同期比17.5％増）となりました。 

 

セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 

①印刷事業 

一般商業印刷物の売上高はカタログや折込チラシ等が減少し、80億52百万円（前年同期比4.2％減）とな

りました。また、包装印刷物の売上高はパッケージ等の増加により19億59百万円（前年同期比27.5％増）、

出版印刷物の売上高は11億60百万円（前年同期比5.2％減）、合計売上高は111億72百万円（前年同期比

0.0％増）となり、営業利益は１億16百万円（前年同期比3,952.0％増）となりました。 

②イベント事業 

売上高は官公庁等からのイベントを中心に２億22百万円（前年同期比29.3％減）、営業損失は８百万円

（前年同期は営業利益15百万円）となりました。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

（流動資産） 

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末と比べて１億66百万円減少して71億27

百万円となりました。これは、現金及び預金が１億68百万円増加しましたが、受取手形及び売掛金が３億２百

万円減少したこと等が主な要因であります。 

（固定資産） 

当第３四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末と比べて１億86百万円増加して109億

68百万円となりました。これは、機械装置及び運搬具が２億62百万円減少しましたが、投資有価証券が４億27

百万円増加したこと等が主な要因であります。 

（流動負債） 

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末と比べて３億40百万円減少して47億６

百万円となりました。これは、支払手形及び買掛金が１億92百万円、未払法人税等が１億43百万円それぞれ減

少したこと等が主な要因であります。 

（固定負債） 

当第３四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末と比べて５百万円減少して32億40百万

円となりました。これは、退職給付に係る負債が53百万円増加しましたが、長期借入金が１億10百万円減少し

たこと等が主な要因であります。 

（純 資 産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べて３億67百万円増加して101億48

百万円となりました。これは、その他有価証券評価差額金が３億９百万円増加したこと等が主な要因でありま

す。 

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成29年３月期の通期の業績予想につきましては、前回公表（平成28年11月４日付）いたしました業績予想に

変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実

務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得

した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

これによる損益に与える影響は軽微であります。 

（作業くず売却益に係る会計方針の変更） 

当社は、第１四半期連結会計期間より、従来、営業外収益に計上していた作業くず売却益を、製造原価か

ら控除する方法に変更しております。これは、作業くずの売却金額の金額的重要性が増し、また、より精度

の高い原価管理手法へと見直したことを契機に、作業くず売却益として営業外収益に計上していた使用済み

印刷用刷版の売却収入を、製造原価から控除する方法に変更したものであります。 

当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連結

財務諸表及び連結財務諸表となっております。 

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の売上原価が18,859千円減少し、売上

総利益が同額増加しております。また、営業利益は同額増加しておりますが、経常利益及び税金等調整前四

半期純利益への影響はありません。なお、従来の方法によった場合と比較して、製造原価計算に与える影響

が小さいことから、過年度の差額を全て売上原価に含めて処理しています。そのため、前連結会計年度の期

首の純資産への累積的影響額はありません。 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 

該当事項はありません。 
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